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１１ 研修会の目的研修会の目的

■景観づくりは三郷市の良好なまちづくりに寄与
●自らが暮らし、生活を営む街並みや建築物、水辺・緑などを良

好な景観とすることによって、

❶美しく・潤いのあるまちづくりが形成される。

❷地域への誇りと愛着が醸成される。

■景観づくりの手掛かりを提供
●行政は、市民、事業者とともに景観づくりを進めることが重要と

なります。そのため、まず景観の理解をより深めて頂きたいと
考えます。

●次にそれと同時に、今後の「三郷市景観形成基本計画」検討
の『手掛かり資料』としていただきたいと考えます。

注）ここで用いる景観づくりの「づくり」は、景観の「保全・育成・改善・創出」を意味します。

１

研修会



■景観チェックの視点

●街並み →連続性（高さ・壁面など）、調和、道路との
一体性、等への配慮

●建築物 →高さ、形態、色彩、広告物、付帯設備、
バルコニー、緑化（屋上緑化など）、等への配慮

●敷地内 →緑化、駐車場、ごみ置き、広告物、等への
配慮

●水辺・緑地・農地等 →保全、維持管理、ごみ、等へ
の配慮

●歴史的建造物等 →保全、維持管理、等への配慮

２２ 景観の景観の現況と課題現況と課題
２

現況



●写真の位置図

■市内主要施設等の
現況写真

２

現況



●三郷駅北側 ２

現況



●三郷駅北側と早稲田中央通り ２

現況



●早稲田中央通り ２

現況



●早稲田地域 ２

現況



●早稲田地域 ２

現況



●前間と半田周辺 ２

現況



●新三郷駅周辺 ２

現況



●三郷団地（彦成四丁目）周辺 ２

現況



●三郷団地（彦成三丁目） ２

現況



●大銀杏のある安養院

 

 

２

現況



●ピアラシテイ周辺（同屋上から） ２

現況



●郷土資料館周辺（古い集落のまち並みが残っている地域） ２

現況



●郷土資料館南の中川とまち並み ２

現況



●戸ヶ崎香取神社の獅子舞と
エコライフタウンみさと公園

２

現況



●下第二大場川水辺の遊歩道 ２

現況



●みさと公園のひろば ２

現況



●大場川周辺の工業施設 ２

現況



●三郷中央駅周辺 ２

現況



●三郷中央駅周辺（駅前の商業施設とマンション、駅北側の住宅地） ２

現況



●三郷郵便局周辺 ２

現況



●第二大場川沿い（市役所南側）の住宅 ２

現況



■主要地区の計画等
●三郷中央地区センターゾーン都市デザインプラン検討報告書 平成20年３月

２

現況



●三郷中央地区「センターゾーンのイメージ模型」写真 ２

現況



●武蔵野操車場跡地における景観計画 「地区整備計画図」 ２

現況



●武蔵野操車場跡地における景観計画 「景観形成コンセプトの設定」 ２

現況



●武蔵野操車場跡地における景観計画 「具体的なイメージ」と「展開要素」
２

現況



■課題の一部を列挙

●街並み →連続性（高さ・壁面など）、街並みの彩り（調和と賑
わい）、サインの位置・形態・色彩、緑化、等の課題

●建築物 →高さ、形態、外壁の色彩、サインの位置・色彩、緑
化（壁面・屋上緑化など）、等の課題

●敷地内 →生垣・塀等の色彩、緑化、駐車場、ごみ置き、等の
課題

●水辺・緑地・農地等 →これらと付帯施設の色彩・調和、これら
の保全、維持管理、これらへのごみ投棄、等の課題

●歴史的建造物等 →これらの色彩、保全、維持管理、等の課
題

■現況の景観課題例
２

現況



３３ 景観とは景観とは
３

景観とは

景 観と

見て、感じ、考えるこ
と
→いい景色、悪い景色
→どうすればよくなる

のだろうと考えること

景観は文化→市民の目や感じる心を育てることが求められる

住宅や ビ ル の 街並み・ 道路・ 公園など 河川や 池沼など の 水辺

寺社など 古い 建物

樹林

集落景観

地形・動植物・歴史（まちの成り立ち）・季節・朝～夜

風景・景色

目で見えるもの

→地形・自然
→建物・道路・

街なみなど
→歴史
→四季
→昼夜

■景観の捉え方



３

景観とは

景観づくりの先駈け

Ｓ４０年代後半ー５０年代
（低成長・快適性・ゆとり）

景観づくりの先駈け

Ｓ４０年代後半ー５０年代
（低成長・快適性・ゆとり）

環境論・景観論

Ｓ４０年代

（急激な都市化のひずみ）

環境論・景観論

Ｓ４０年代

（急激な都市化のひずみ）

・横浜都市デザイン戦略
・神戸市・世田谷区の
景観まちづくりの展開
（神戸市条例ｓ５３）

・広島都市美基本計画

全国的な景観条例の制定

Ｓ６０年代ーＨ１０年

（バブルと都市の成熟）

全国的な景観条例の制定

Ｓ６０年代ーＨ１０年

（バブルと都市の成熟）

・建設省都市景観懇談会の設置（ｓ３１）
・全国各地で景観条例が制定

●バブル
・テンコ盛りの景観づくり
（金かけプロジェクト）

●バブル以後
・生活・暮らしを重視した
景観づくり

・市民の参加・参画・協働

景観法の制定

Ｈ１６年

景観法の制定

Ｈ１６年

■景観づくりの経緯



■ねらい

●各地で制定された景観条例の景観誘導・制限などに法的根拠をあたえる

●地方部での景観づくりの推進（農山村の景観・観光のまちづくりなど）

■景観計画の内容

●景観計画区域

●景観計画区域における良好な景観形成の方針

●景観区域における行為の制限

●景観重要建造物・景観重要樹木

●景観形成に必要な事項

・屋外広告物等の行為の制限・景観重要公共施設・景観農業振興地域整備計画等

■景観法の主な内容

●景観計画 ●景観地区 ●景観協定 ●景観整備機構等

３

景観とは■景観法の内容



３

景観とは■景観法の行為規制と支援の仕組み



※図は国交省都市・地域

整備局都市計画課の「
景観法の概要」より

３

景観とは■景観法の対象地域イメージ



■ 三郷市景観形成基本計画とは

●三郷市の将来の景観づくりの姿を定める

●今後の取り組みの方向を定める

★景観づくりのビジョン・基本指針

■ 三郷市景観形成基本計画とは

●三郷市の将来の景観づくりの姿を定める

●今後の取り組みの方向を定める

★景観づくりのビジョン・基本指針

■ 三郷市景観計画とは

●景観法に基づく建築物等の誘導・制限の

ための計画

●景観条例とセットで運用される

★法定計画

■ 三郷市景観計画とは

●景観法に基づく建築物等の誘導・制限の

ための計画

●景観条例とセットで運用される

★法定計画

三郷市総合振興計画

三郷市都市計画マスタープラン

三郷市景観形成基本計画三郷市景観形成基本計画

三郷市景観計画（法）三郷市景観計画（法）

三郷市景観条例三郷市景観条例

建築物等の誘導・制限

３

景観とは
■景観形成基本計画と景観計画



■三郷市景観形成基本計画 策定項目の概要
３

景観とは



■景観計画の策定

景観計画の構成（案）
１ 市域の景観まちづくり

２ 地域の景観まちづくり

３ 屋外広告物の表示及び屋
外広告物を掲出物件の設
置に関する行為の制限に
関する事項

４ 景観重要公共施設の整備
に関する事項

５ 景観重要建造物及び景観
重要樹木に関する事項

１ 市域の景観ま
ちづくり

市域全体の基本方針と
建築物等の基準を位置

付けます。

①景観計画区域

②良好な景観形成の方
針

■行為の制限

○勧告等をする場合に
必要な制限を定める。

２ 地域の景観まちづくり

地域の景観まちづくりを推進又
は促進する必要がある区域を定
め、地域の方針及び建築物等の

基準を位置付けます。

①景観計画特定区域

②促進区域

③良好な景観形成の方針

■行為の制限

○勧告等をする場合に必要
な制限を定める。

３ 屋外広告物
の表示に関す
る行為の制限

①表示に、掲出
に関する事項

②行為の制限に
関する事項

４ 景観重要公
共施設
①公共施設の整備

に関する基本方針

②指定に関する方
針

③整備に関する方
針

５ 景観重要建
造物・景観重
要樹木
①基本方針

３

景観とは



４４ 誘導基準の事例誘導基準の事例
４

事例

■八潮市の事例



４

事例



４

事例



４

事例



■景観づくりのイメージ
「落ち着きとうるおいを感じられる
」まち並みの形成を目指し、ゆとり

空間やまち並みの連続性を保ち、外
壁・屋根の形態、意匠、素材、色彩
、そして緑化等に配慮します。

■景観づくりのイメージ
「落ち着きとうるおいを感じられる
」まち並みの形成を目指し、ゆとり

空間やまち並みの連続性を保ち、外
壁・屋根の形態、意匠、素材、色彩
、そして緑化等に配慮します。

●緑化により駐車場の
緩衝・潤いづくりに配慮
→舗装面にも芝生使用

●外壁の基調色は、彩
度を抑えた色彩に配慮
。屋根はそれ以下に
●個性や特徴づくりは
強調色で

●明るく開放感のある緑化に努める

歩道

●ゆとり空
間の確保

隣地境界線

車道

●地域で培われた屋根の
形態・意匠、素材を生かす

●室外機等は緑等
による目隠しに配慮

●屋根の
高さの連続
性に配慮

●軒の高さ
の連続性に
配慮

●道路境界線より
、ゆとり空間の確保

道路境界線

■住居系地域の景観イメージ図

４

事例



■我孫子市の事例

■数値と色見本の範囲による色彩基準
●数値と色見本の範囲で、誰が見てもわかるようにしている。

■数値と色見本の範囲による色彩基準
●数値と色見本の範囲で、誰が見てもわかるようにしている。

４

事例



▼色立体のカラー
チャート

▼マンセル色立体
の概念図

YR（黄赤）●

R（赤）●

RＰ（赤紫）●

Ｐ（紫）●

ＰＢ（青紫）●

● Ｂ（青）

● ＢＧ（青緑）

● Ｇ（緑）

● ＧＹ（黄緑）

● Ｙ（黄）

▼マンセル色相環

低
（にぶい）

彩度 高
（鮮やか）

明
度

低
（暗い）

高
（明るい）

色相：５Ｒ

表示方法

5Ｒ／4／６
９
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８

５

７

６

４

１

３

２

２ ４ ６ ８ 10 12 14０

▼カラーチャートの1シート

５５ 色彩の概念と事例色彩の概念と事例

■色彩の概念

５

色彩



■色彩のシミュレーション－商業施設
５

色彩



 

▼彩度が非常に高く、かなり目立つ色彩
の外壁とサイン（大きさも突出）

 

外壁とサインの色彩・大きさを改善し、ま
ち並みに落ち着き取り戻した事例

×

■色彩のシミュレーション－商業施設
５

色彩



・5R/5/2

・5R/5/8※

■色彩のシミュレーション－商店街のビル ５

色彩



・5R/7/2

・5R/4/8※

■色彩のシミュレーション－住宅街の記念館

５

色彩



６６ 市民懇談会の進め方市民懇談会の進め方
６

市民懇談会

■市民懇談会の開催概要（予定）

◆第１回◆

景観の理
解と色彩の
測定方法

◆第１回◆

景観の理
解と色彩の
測定方法

◆第３回◆

色彩の測
定

◆第３回◆

色彩の測
定

◆第４回◆

色彩の意
見集約と基
本計画案
の把握

◆第４回◆

色彩の意
見集約と基
本計画案
の把握

◆第５回◆

色 彩 の 評
価集約と基
本 計 画 案

の検討

◆第５回◆

色 彩 の 評
価集約と基
本 計 画 案

の検討

◆第６回◆

色 彩 及 び
基本計画・
まとめ案の

検討

◆第６回◆

色 彩 及 び
基本計画・
まとめ案の

検討

●研修会で景

観の理解を深
める
●色彩の測り

方の予習

●住居・商業施

設等の視察
●三郷市との
違いなどを把

握

●市内の主要

施設等の色彩
を測定調査

●色彩の意見

集約
●景観形成基
本計画案の把

握

●色彩の評価

集約
●景観形成基
本計画案の意

見交換

●景観形成基

本計画書の確
認
●次年度以降

の説明受け

◆第２回◆

市外の景
観事例調
査（視察研修

会）

◆第２回◆

市外の景
観事例調
査（視察研修

会）

■市民懇談会の意味合い

（会 場）

Ａ

Ｂ

Ｃ

●千葉市でのワークショップ風景●世田谷区での色彩測定調査風景

●景観形成基本計画に対す
る直接的な意見を得る場

●景観形成基本計画に対す
る直接的な意見を得る場

●景観について知り・考えて
もらうための意識向上の場

●景観について知り・考えて
もらうための意識向上の場


